
   

令和３年度 大学生ボランティアの活動 

 

 

 

 

 

 

～オンラインを利用した交流会～ 

〇令和 3 年 9 月 25 日 

市内在住盲導犬ユーザーの女性（福祉教育ボラン

ティア）と大学生の交流会を実施しました。これ

からボランティアを始める学生の見聞を広げるた

めです。学生たちは交流を通して、自分たちにで

きることを考えました。また、自分たちでボラン

ティアの企画をしていく前に、「福祉体験やボラ

ンティア活動に参加することで適切な介助や支援

について学びたい」との意見が出ました。 

 

 

 

 

 

 

～福祉体験（車いす体験）～ 

〇令和３年 10 月 9 日 

総合福祉会館で車いす体験を実施しました。車い

す介助の技術や心配りはもちろん、会館内のバリ

アフリーや改善点など様々な視点をもちながら学

習することができました。学生たちは今後自分た

ちで企画をしていく中で様々なことに考慮してい

きたいという気持ちで前向きに学習することがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

～ボランティア活動（子ども食堂）～ 

〇令和 3 年 10 月 23 日 

交流会を経て、初回ボランティア活動に参加しま

した。（5 名参加）実際に活動に参加することで、

「親子で気軽に参加できる居場所」のニーズを知

ることができました。また、「実際にボランティ

ア活動に参加することで様々なことがわかった。

また活動に参加したい。自分たちにできることに

ついて考えていきたい」とのことです。※現在も

継続的にボランティア活動に参加中とのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

～福祉体験（高齢者疑似体験）～ 

〇令和 3 年 10 月 30 日 

総合福祉会館で高齢者疑似体験を実施しました。

（11名参加）当日は学習シートを使い、体験後に

学生同士でミーティングをしました。高齢者に対

してのより良い支援や対応の仕方などを考えるこ

とができました。今後は参加者の医療福祉大の５

名で、今までの体験や活動を活かしながら、12月

にイベント実施できるように企画していくことと

なりました。 



 

 

 

 

 

 

 

～学生主体ボランティア企画会議～ 

〇令和 3 年 11 月 10 日、12 月 8 日 

群馬医療福祉大学 1 年生の 5 名で、これまでの経

験を踏まえ、「自分たちが地域の方にできるこ

と」を考えました。単発の企画とせず、継続的に

実施したいとの声があがりました。また、初回企

画を親子向けのイベントとし、準備を進めていく

こととしました。（保育者の卵ならではの視点か

ら母子サポートがしたいとのこと） 

※あくまでも学生がメインで、ボラセンでは周知

協力や場所の協力等を行うこととしました。 

 

 

 

 

 

 

～第 1 回学生企画「クリスマス会」～ 

〇令和３年 12 月 23 日 

学生企画の「クリスマス会」を実施しました。（8

組参加）学生、子ども、お母さんで楽しい居場所

を作ることができました。（工作やお母さん同士

の交流、クリスマスプレゼントの配布）また、イ

ベントの中で、育休中のお母さんの孤立問題や、

1～3歳の子どもが参加できる場所があまりないこ

とを知ることができました。次回は、1～3歳児を

対象としたイベントを 3 月に実施することとしま

した。 

 

 

 

 

 

 

～第 2 回学生企画「春のお楽しみ会」～ 

〇令和 4 年 3 月 19 日 

学生企画の「春のお楽しみ会」を実施しました。

（17組参加）センサリーボトルという赤ちゃん向

けのおもちゃを作成しました。また、作成中は学

生たちが子どもと遊んだり、作り方のレクチャー

をしました。お母さん同士が気軽に参加し、交流

できる居場所の大切さを改めて感じることができ

ました。第 3 回企画は 5 月開催を目標に準備を進

めていくとのことです。 

～今後の進め方～ 

第 3 回企画には他大学の学生ボランティアにも声

をかけ協力してもらいたいとのことでした。（第 3

回企画では企画メンバーではなく当日サポートメ

ンバーとして参加）また、令和４年度中には他分

野の学生で企画を練り、子育て世代だけでなく、

だれでも気軽に参加できるようなイベントを開催

したいとのことです。 


